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白井 鳥酔（しらい ちょうすい）

資 料

短冊 『わかの浦にて たつ鶴を 相図に戻れ 汐干狩 鳥

酔』

作 者

１７０１（元禄１４）－１７６９（明和６）．４．４

上総（千葉県）地引村生まれ。

享保１１年に弟に家督を譲り、剃髪して江戸に出る。佐久間

柳居に俳諧を学ぶ。明和３年、３世鴫立庵主になる。明和５

年母の５０回忌のために故郷に帰り、そのまま戻ることなく病

没する。
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